小島 君 も 和漢 東西に 通じた 読書家です。 これ は 小島 君 

の 小説よりも 寧ろ 小島 君のお 伽噺に 看取 出来る こと、 

思います。 最後に どちらも 好い 体で (これ は 僕が 病中 

故、 特にそう 思う のか も 知れず。) 長命の 相 を 具えて い 

ます。 いずれ は 御 両人と も 年 をと ると、 佐 佐 木 君は頤 

に髯を はやし、 小島 君 は 総 入れ歯 をし、 「どうも 当節の 

青年 は」 などと 話し合う こと だろうと 思います。 そん 

な 事 を 考える と、 不愉快に 日 を 暮らしながら も、 ちょ つ 

と 明るい 心 もちになります。 

(湯 河 京 こ-て) 
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